
概要

CiscoCDRAnalysis andReporting（CAR）ツールでは、サービス品質、トラフィック、ユーザー
の通話量、課金とゲートウェイに関する報告が生成されます。CARは、コール詳細レコード
（CDR）、コール管理レコード（CMR）、および Unified Communications Managerデータベー
スのデータを使用してレポートを生成します。CARインターフェイスには、Cisco Unified
Serviceabilityの [ツール (Tools)]メニューからアクセスできます。

CARは、サードパーティが提供するコールアカウンティング/課金ソリューションに代わるも
のではありません。Cisco Developer Communityのホームページで、これらのソリューションを
提供する、Cisco Technology Developer Programのメンバ企業を検索できます。

CARでは、iDivertコール（コールをボイスメッセージシステムに転送する機能）は処理され
ず、通常のコールとして扱われます。iDivert機能をアクティブにした後、コールの一部が正し
い側に対して課金されないことがあります。

（注）

• CDR Analysis and Reporting（CAR）の概要（1ページ）

CDR Analysis and Reporting（CAR）の概要
CARは、その主な機能として、Unified Communications Managerのユーザに関するレポートを
生成し、コール処理についてのシステムステータスに関するレポートを生成します。また、

CARは、CARデータベースの管理機能も実行します。これらの作業は、次のいずれかの方法
で実行できます。

•必要な作業が実行されるように自動的に設定する。

• Webインターフェイスを使用して手動で作業を実行する。

CARには、[CiscoUnifiedサービスアビリティ（CiscoUnifiedServiceability）]の [ツール（Tools）]
メニューからアクセスします。CARのアクティブ化の説明に従って、適切なサービスをあら
かじめアクティブにしておく必要があります。

すべての CARレポートで、CDRデータが使用されます。CARが処理する CDRは、CDR
Repositoryサービスが CDRリポジトリフォルダ構造に配置するフラットファイルから取得さ
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れます。CARは、スケジュールされた時間と頻度で CDRを処理します。デフォルトでは、
CDRデータは 1日 24時間、週 7日間にわたって連続してロードされます。ただし、ロードす
る時刻、間隔、および時間は必要に応じて設定できます。また、デフォルト設定では CDRレ
コードだけがロードされます。CMRレコードはデフォルトではロードされません。

CARシステムスケジューラのウィンドウにあるオプションの [CDRのみロード（Load CDR
Only）]「」チェックボックスをオフにすることにより、CMRレコードをロードできます。詳
細については、CDRロードスケジュールの設定を参照してください。

（注）

CARでは、各種のレポートに必要となる情報を、CDRとCMR、さらにUnifiedCommunications
Managerデータベースから取得します。

レポートのスケジュール設定

システム上で CARをアクティブにした後には、CARレポートをスケジュールすることによ
り、レポートを定期的に自動生成できます。スケジュール可能なレポートは、それぞれ独自に

生成間隔を保持しています。レポートの生成間隔には、日次、週次、または月次を指定できま

す。日報をスケジュールすると、日次のレポート生成間隔を保持しているすべてのレポートが

スケジュールされます。同様に、週報または月次報告をスケジュールすると、週次または月次

のレポート生成間隔を保持しているすべてのレポートがスケジュールされます。レポートを保

持する時間を指定することもできます。この時間を過ぎると、レポートは自動的に削除されま

す。

CARで使用されるレポート生成および削除のスケジュールは、デフォルトでは次のとおりで
す。

•毎日午前 1時に実行される日報。これらのレポートは 2日後に消去されます。

•毎日曜日の午前 4時に実行される週報。これらのレポートは 4週間後に消去されます。

•毎月 1日午前 3時に実行される月次課金情報レポート。これらのレポートは 2ヵ月後に消
去されます。

•毎月 1日午前 2時に実行されるその他の月次報告。これらのレポートは 2ヵ月後に消去さ
れます。

システムを新しいバージョンのUnifiedCommunicationsManagerにアップグレードする場合は、
アップグレード処理中のシステムリソースを節約するため、自動生成される CARレポートを
ディセーブルにする必要があります。

（注）

レポートのリスト、およびデフォルトの生成スケジュールについては、自動生成レポートのイ

ネーブル化を参照してください。

システムを監視するには、QoSレポートなどの各種のレポートを自動生成して、定期的に確認
します。大規模なシステムでは 1日 1回、比較的小規模のシステムでは 1～ 2週に 1回確認し
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ます。QoSレポートは、ネットワーク上で発生しているコールの品質を調べて、パフォーマン
スを向上するための追加ハードウェアが必要かどうかを判断するのに役立ちます。ゲートウェ

イ、ボイスメッセージ、会議ブリッジ、ルートグループ、ルートリスト、およびルートパ

ターンに関する使用状況レポートを使用すると、使用状況がグラフで提供されるので、システ

ムでの処理に役立ちます。

また、レポートパラメータをカスタマイズしてメーリングオプションをイネーブルにするこ

とで、レポートが作成されたときにそれらを電子メールで送信することもできます。[パラメー
タのカスタマイズ（CustomizeParameters）]オプションを使用すると、特定のレポートのレポー
トパラメータを [パラメータのカスタマイズ（Customize Parameters）]ウィンドウでカスタマ
イズできます。個々のレポートについて、該当するレポートのパラメータをカスタマイズでき

ます。

アラートのセットアップ

CARは、次のようなさまざまなイベントに対し、Eメールによる警告を送信します。

•料金限度通知：あるユーザの1日あたりの課金制限が指定された最大値を超えたことを示
します。この最大値は、[レポート設定（ReportConfig）]> [通知限度（NotificationLimits）]
ウィンドウで設定できます。

• QoS通知：正常なコールのパーセンテージが指定した範囲よりも下がったか、不良なコー
ルのパーセンテージが指定した上限を超えたことを示します。この範囲は、[レポート設
定（Report Config）] > [通知限度（Notification Limits）]ウィンドウで設定できます。

システムで電子メールアラートをイネーブルにするプロセスは、2つの手順で構成されます。
まず、メールサーバの設定情報を指定します（[システム（System）] > [システムパラメータ
（System Parameters）] > [メールパラメータ（Mail Parameters）]）。CARは、設定情報を使
用して電子メールサーバに正常に接続します。次に、電子メールアラートを [レポートの自動
作成/警告（AutomaticReport Generation/Alert）]ウィンドウ（[レポート設定（Report Config）]>
[自動作成/警告（Automatic Generation/Alert）]）でイネーブルにします。デフォルトでは、
CARの電子メールアラートは、すべてではなく一部のレポートでイネーブルになっています。

システムリソースを節約するため、システムをより新しいバージョンのUnifiedCommunications
Managerにアップグレードする間は、自動電子メールアラートを必ずディセーブルにしてくだ
さい。

アプリケーションユーザには電子メール IDがないため、電子メールアラートが送信されませ
ん。

（注）

CARデータの消去

この項では、次のトピックについて説明します。

•自動消去

•手動消去
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•イベントログの消去

CARでは、CARデータベースの自動消去および手動消去を行えます。デフォルトでは、自動
消去がイネーブルになっています。CDR/CMRのロードの前後に、CARは CARデータベース
のサイズを確認し、必要な場合は、自動消去を実行して CARデータベースのサイズを制御し
ます。

自動消去の場合、CARは、CDRがCARデータベースに保持されている日数を継続して監視し
ます。CDRの保持時間が、[データベースの自動消去の設定（Configure Automatic Database
Purge）]ウィンドウの最大保持時間設定に設定されている最大日数を超えると、CARは設定さ
れた日数を超えている CDRをすべて削除します。

[データベースの自動消去の設定（Configure Automatic Database Purge）]ウィンドウで、CAR
データに割り当てる CARデータベースの割合（%）を指定します。CARデータベースのサイ
ズは、指定した上限と下限との間で維持されます。CARデータベースのサイズが下限を下回
ると、CARはすべてのCAR管理者に電子メールを送信します。CARデータベースのサイズが
最高水準値を超えると、CARは、最も古い日付パーティションから指定された制限まで、課
金データテーブルおよび課金エラーテーブルからパーティションを削除し始めます。これに

より、システムは最新のレコードの読み込みを続行できます。CARデータベースに多数のCDR
が存在し、パーティションを削除しても制限を下回らない場合、CARは少なくとも 2日間分
のデータを保持して CAR管理者に電子メールを送信します。

表 1 : CDRデータベースの最大サイズ

最繁時呼数（BHCA）の
最大合計

データベースの最大サ

イズ

CDRレコードの最大数バージョン

10,0006 GB200万レコードUnified Communications Manager

5,0003 GB100万レコードCisco Unified Communications Manager
Business Edition 5000

自動消去のスケジュールを変更しないまま、特定の日付よりも古いレコードや、特定の日付範

囲内のレコードを削除するには、データベースの手動消去を設定します。[手動消去（Manual
Purge）]ウィンドウの [リロード（Reload）]ボタンをクリックして、CARデータベースにCDR
レコードをリロードすることもできます。ダイヤルプランの更新、ユーザとデバイスとの関連

付けの変更、コールレートの変更などの後に、データベースをリロードしてコールを分類し直

す必要が生じることがあります。システムに新しいレコードをロードした後は、設定したCDR
ロードスケジュールに従ってレコードがロードされます。デフォルトでは、CDRデータは 1
日 24時間、週 7日間にわたってロードされます。

イベントログ消去（tbl_event_logテーブルを毎日監視するようにスケジュールされたジョブ）
は、レコードを自動的に削除することにより、日次ジョブの過去 3日分、週次ジョブの過去 3
週間分、および月次ジョブの過去 3ヵ月分の tbl_event_logレコードをそれぞれ保持します（つ
まり、tbl_event_logテーブルが 1500行を超えた場合にレコードを削除します）。CARは、イ
ベントログ消去を自動的にイネーブルにし、イベントログ消去が実行されても電子メールは

送信しません。
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コールのコスト

CARを使用すると、時間の経過に伴って加算されていくコールのコストに対して、基本的な
料金レートを設定できます。さらに、時刻および音声品質のファクタを適用することで、コス

トをさらに適正化できます。この機能は、加入者にサービス料金を請求することが必要になる

サービスプロバイダーが使用します。組織によっては、アカウンティングや予算編成の目的で

この情報を使用し、組織内のユーザと部門の課金コストを決定することもできます。

これらの評価パラメータを使用するレポートとしては、個人用課金情報、部門用課金情報、料

金別の上位 N件、コール数別の上位 N件、および接続時間別の上位 N件があります。

料金ベースやブロックのデフォルト値を変更しない場合は、ブロックあたりのデフォルトの基

本料金が 0になるため、コストは常に 0のままになります。
（注）

音声品質によるコールコストの増加を避ける場合は、デフォルト値を使用できます。デフォル

トの乗数には 1.00が指定されているため、音声品質によるコールコストの増加は発生しませ
ん。

（注）

コールレートの設定の詳細については、CAR評価エンジンを参照してください。

アクティビティの追跡

CARは、さまざまなアクティビティのステータスを追跡できるログを提供します。CARScheduler
がトリガーするイベント、たとえば、自動生成レポート、CDRのロード、通知、レポートの
削除、データベースの内容消去、監視、イベントの追跡などが、イベントログによって追跡さ

れます。

CDR管理
[CDR管理（CDR Managemen）]ウィンドウには、[ツール（Tools）] > [CDR管理（CDR
Management）]を選択して、CiscoUnified Serviceabilityの機能からアクセスできます。CDR管
理サービスは、CDRおよび CMRストレージをクラスター内で管理するだけでなく、アプリ
ケーション課金サーバーへのファイル転送も行います。リリース14以降では、CDR/CMRファ
イルは FTP/SFTP経由で最大 8台の顧客課金サーバに送信します。

CDR管理では、次のサービスを使用します。

• CDRエージェント:このネットワークサービスは、コール処理ノードから生成されるCDR
ファイルを SFTP経由で CDRリポジトリノードに転送します。ファイル転送が完了する
と、CDRエージェントはコール処理ノードからローカル CDRファイルを削除します。こ
のサービスはデフォルトでイネーブルにされています。

• CDRリポジトリマネージャ:このサービスは、クラスタ内の少なくとも 1つのノード (通
常はパブリッシャノード)で実行されている必要があります。CDRリポジトリマネージャ
は、リポジトリノード上で生成されたCDRファイルとCMRファイルのコピーを保持し、
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指定された有効期限が過ぎた後、またはディスクの使用率が最高水準点を超えた場合に

ファイルをパージします。アプリケーション課金サーバが展開されている場合、CDRリ
ポジトリマネージャは CDRファイルと CMRファイルの SFTP転送を請求サーバに開始
します。このネットワークサービスは、既定でオンになっています。

• CDR onDemandサーバ:アプリケーション課金サーバを使用している場合、CDRリポジト
リノード上でこのフィーチャサービスをアクティブにする必要があります。このサービ

スは、SOAP/HTTPSベースのサービスを使用し、ユーザー指定の時間間隔に基づいて特定
の CDRファイル名に対する SOAP要求を受信し、パラメータに適合するすべてのファイ
ルを SFTP経由で返します。

SFTPファイル転送

CDRエージェントは、CDRおよび CMRファイルがコール処理ノードから SFTP経由で CDR
リポジトリサーバに転送されるかどうかを 6秒間隔でチェックします。転送が成功すると、
ローカルファイルは呼処理ノードから削除されます。配信が失敗するとすぐにスリープ間隔が

1分間に変更され、配信が成功するまで 1分間隔になります。ファイルの配信が成功すると、
6秒間隔に戻ります。転送されずにコール処理ノード上にファイルが残っている場合、ディス
ク使用量が設定されたしきい値を超えた場合、Ciscoログパーティションモニタリングツー
ルによって削除される可能性があります。Log Partition Monitoring Toolの詳細については、
『Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い。

CDRリポジトリマネージャは、展開された課金サーバに送信する CDRファイルと CMRファ
イルを 6秒間隔でチェックします。課金サーバが応答しない場合、システムは間隔を 2倍にし
てから再試行します。各配信が失敗するたびにスリープ時間が倍増し、2分間になるまで続き
ます。それ以降は配信が成功するまで 2分間隔になります。配信が成功すると、6秒間隔に戻
ります。課金サーバを削除しない限り、またはファイルが保持ウィンドウの外に表示されて削

除されない限り、このプロセスは続行されます。

概要

6

概要

CDR管理



サポートされる SFTPサーバ

シスコは内部テストでは、Cisco TACにサポートされている、シスコ提供の Cisco Prime
CollaborationDeployment（PCD）上でSFTPサーバを使用します。SFTPサーバオプションの概
要については、次の表を参照してください。

以下の表示に記載されている情報を参考に、システムで使用するSFTPサーバソリューション
を決定してください。

表 2 : SFTPサーバ情報

情報SFTPサーバ

このサーバはシスコが提供およびテストした SFTPサーバのみであ
り、Cisco TACがサポートします。

バージョンの互換性は、使用しているUnifiedCommunicationsManager
および Cisco Prime Collaboration Deploymentのバージョンに依存しま
す。バージョン（SFTP）またはUnifiedCommunicationsManagerをアッ
プグレードする前に、『Cisco PrimeCollaborationDeploymentアドミニ
ストレーションガイド』を参照して、互換性のあるバージョンであ

ることを確認してください。

Cisco Prime
Collaboration
Deploymentの SFTP
サーバ
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情報SFTPサーバ

これらのサーバはサードパーティが提供およびテストしたものです。

バージョンの互換性は、サードパーティによるテストに依存します。

テクノロジーパートナーのSFTPサーバまたはUnifiedCommunications
Managerをアップグレードする場合、テクノロジーパートナーのペー
ジで、互換性のあるバージョンを確認してください。

https://marketplace.cisco.com

テクノロジーパート

ナーの SFTPサーバ

これらのサーバはサードパーティが提供するものであり、Cisco TAC
はこれらのサーバを正式にサポートしていません。

バージョンの互換性は、SFTPバージョンと Unified Communications
Managerバージョンの互換性を確立するためのベストエフォートに基
づきます。

これらの製品がシスコでテストされていない場合、シスコは

その機能を保証することができません。CiscoTACは、これら
の製品をサポートしていません。完全にテストされてサポー

トされる SFTPソリューションとしては、Cisco Prime
Collaboration Deploymentまたはテクノロジーパートナーの
SFTPサーバを利用してください。

（注）

他のサードパーティの

SFTPサーバ

ロール（Roles）
CARでは、次の 3レベルのユーザ向けにレポート機能が用意されています。

•管理者は、CDRAnalysis and Reportingのすべての機能を使用します。たとえば、システム
レポートを生成して、ロードバランシング、システムのパフォーマンス、およびトラブル

シューティングに役立てることができます。

•マネージャは、予算編成またはセキュリティを目的とする場合や、コールの音声品質を判
断する場合のコールモニタリングに役立つユーザ、部門、および QoSに関するレポート
を生成できます。

•個々のユーザは、コールの課金情報レポートを生成できます。

どのユーザも、CAR管理者になることができます。CAR管理者として識別されたユーザは、
CARシステムを完全に制御できます。管理者はシステムとレポートに関連するすべてのパラ
メータを変更できます。

CARには、管理者が少なくとも 1名必要です。

CiscoUnifiedCMの管理で管理者、マネージャ、およびユーザを設定します。詳細については、
「CARユーザの生成」を参照してください。
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レポート

CARでは、レポートをオンデマンドで生成できます。管理者である場合は、レポートのスケ
ジュールを設定して自動生成できます。レポートは、カンマ区切り値（CSV）形式またはポー
タブルドキュメントフォーマット（PDF）形式で表示できます。PDFを選択する場合は、PC
上に Adobe Acrobat Readerがインストールされている必要があります。

レポート情報

時間、曜日、日付に応じたパターンを表示するすべての CARレポートで、次の条件に基づい
てグラフと表が表示されます。

•検索条件で指定した時間範囲（時間、曜日、または日付）と一致するレコードがない場
合、レポートでは、すべての日または時刻に値 0.00が表示されます。

•戻されたすべてのレコードで値が0.00になっている場合、グラフは表示されません。グラ
フが表示されるのは、いずれかのレコードに 0以外の値が含まれている場合だけです。

•（選択した日付範囲内で、少なくとも1日以上について）レコードが生成されたとき、選
択した日数がレポートの表示可能日数（週次の場合は 7日、月次の場合は 31日）を超え
ている場合、グラフにはすべての日が表示されます（レコードが生成されていない日の値

は0になります）。表には、すべての日が関連する値とともに表示されます。データが含
まれていない日については、0.00が表示されます。

•（選択した日付範囲内で、少なくとも1日以上について）レコードが生成され、選択した
日数がレポートの表示可能日数（週次の場合は 7日、月次の場合は 31日）を下回ってい
る場合、グラフにはすべての日が表示されます（レコードが生成されていない日の値は 0
になります）。表には、すべての日が関連する値とともに表示されます。データが含まれ

ていない日については、0.00が表示されます。

ユーザ名を表示するすべてのCARレポートでは、ユーザ名を取得できない場合にユーザ IDが
表示されます。このような状況が発生するのは、過去のデータについてレポートが生成される

ときに、その時点でコールに関係していたユーザが、現時点ではシステム（Unified
Communications Managerデータベース）に存在していない場合です。

レポート生成スケジュール

レポートを自動生成するプロセスは、次の2つの手順で構成されます。まず、生成するレポー
トをイネーブルにする必要があります。次に、レポートを生成する日時をスケジュールする必

要があります。CARはデフォルトのスケジュールを提供しているため、このデフォルトのス
ケジュールをそのまま使用できる場合は、自動生成するレポートをイネーブルにするだけで済

みます。

新規インストール時には、レポートおよび電子メールアラートは自動生成されません。自動生

成するレポートをイネーブルにする必要があります。レポートの生成をイネーブルまたはディ

セーブルにするには、レポートおよび電子メールを自動生成する手順について、自動生成レ

ポートのイネーブル化を参照してください。
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レポートが生成およびシステムから消去される特定の時刻、週、（1ヵ月の中の）日付を変更
するには、CDRロードスケジュールの設定を参照してください。

監査ロギング

監査ログを使用すると、UnifiedCommunicationsManagerシステムに対するすべての設定変更が
監査用に別のログファイルに記録されます。監査イベントとは、記録する必要があるすべての

イベントです。Cisco Unified CDR Analysis and Reportingは、次のイベントに関する監査ログを
作成します。

• CDRローダのスケジュール

•日次、週次、月次のユーザレポート、システムレポート、およびデバイスレポートのス
ケジュール

•メールパラメータの設定

•ダイヤルプランの設定

•ゲートウェイの設定

•システムプリファレンスの設定

•自動消去の設定

•接続時間、時刻、および音声品質の評価エンジンの設定。

• QoSの設定。

•事前生成レポートの自動生成/アラートの設定。

•通知限度の設定。

ログオンメッセージ

カスタマイズしたログインメッセージを含むテキストファイルをアップロードできます。こ

のメッセージは最初の Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reportingウィン
ドウに表示されます。

カスタマイズされたログインメッセージのアップロードの詳細および手順については、

『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

国際対応

CARは、任意のロケール（言語）に対応できるように国際化されて設計されており、任意の
ロケールに対応できるデータベースも備えています。

概要
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CARは、ヘルプに記載されているようにUnifiedCommunicationsManagerとしてすべてのLatin-1
言語とUnicode言語のロケールをサポートしています。Latin-1言語には、英語と西ヨーロッパ
の諸言語が含まれます。Unicode言語には、日本語と中国語が含まれます。

（注）

ロケールには、ユーザとネットワークの2つのタイプがあります。それぞれのロケールは、一
連のロケールファイルで構成されます。この2タイプのファイルについて、次の定義で説明し
ます。

•ユーザ：電話機の表示テキスト、ユーザアプリケーション、ユーザWebページなど、ユー
ザ関連の機能に関連するファイル。

•ネットワーク：電話機やゲートウェイトーンなど、ネットワーク関連の機能に関連する
ファイル。ネットワークロケールは、国/地域名によって決まります。

CARでロケールがサポートされるのは、Locale Installerでロケールがインストールされている
場合だけです。

Unified Communications Managerの場合は、最初にクラスタ内のすべてのサーバに Unified
Communications Manager Locale Installerをインストールしたことを確認します。Locale Installer
をインストールすると、CARに最新の翻訳済みテキストが適用されるようになります。

UnifiedCommunicationsManager Locale Installerの詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

（注）

複数のロケールをサポートしているのは、ユーザとマネージャのウィンドウだけです。管理者

のウィンドウは、英語で表示されます。

Cisco Unified CMの管理で、Unified Communications Managerデータベース内のユーザの優先ロ
ケールを設定します。この作業は、ユーザを作成するときに、[エンドユーザの設定（EndUser
Configuration）]ウィンドウで行います。ユーザ名やユーザ IDなどとともに、優先ロケールを
指定します。Unified Communications Managerデータベースにこの情報が保存されます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Online Help』を参照してください。

この項では、CARの国際対応を構成している要素について説明します。

ログインページ

クライアント（ブラウザ）がログイン情報を要求するときには、ログインウィンドウのヘッ

ダーに、そのクライアントの最優先ロケールが示されます。CARシステムは、CARのUIがこ
のロケールをサポートしているかどうかを確認します。CARの UIがこのロケールをサポート
していない場合や、このロケールがシステムにインストールされていない場合、ログインウィ

ンドウは、Cisco Communications Managerのエンタープライズパラメータで設定されている
Unified Communications Managerシステムのデフォルトロケールで表示されます。CARがこの
デフォルトロケールもサポートしていない場合や、このデフォルトロケールがシステムにイ

ンストールされていない場合には、ロケールは English_United_Statesに設定されます。
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ログイン後のウィンドウでの CARページの認証と表示

どの言語でも、ユーザの資格情報は Unified Communications Managerデータベースと照合して
認証され、管理者以外のユーザ（ユーザまたはマネージャ）の CARウィンドウは、ユーザの
優先ロケールで表示されます。CARの UIがこのロケールをサポートしていない場合や、この
ロケールがシステムにインストールされていない場合は、UnifiedCommunicationsManagerシス
テムのデフォルトロケールが使用されます。このロケールが CARでサポートされていない場
合や、システムにインストールされていない場合には、ウィンドウはブラウザの最優先ロケー

ルで表示されます。ブラウザの優先ロケールもサポートされていない場合やインストールされ

ていない場合には、ロケールはEnglish_United_Statesに設定されます。UIページ上の情報は、
ラベルや数値形式なども含めて、すべてロケールに基づいて表示されます。管理者のウィンド

ウは、常に英語で表示されます。

レポート

CSV形式と PDF形式の両方で生成されるレポートは、管理者以外のユーザ（ユーザまたはマ
ネージャ）の場合にはユーザの優先ロケールで表示されます。ただし、動的なデータ（レポー

トのヘッダーに表示される企業名など）は、データベースへの入力時に使用されたものと同じ

言語で表示されます。ロケールは、ヘッダー、フッター、数値形式、および一部の静的データ

（コール分類など）の基準になります。管理者のレポートは、英語で表示されます。

オンラインヘルプ

CARマニュアルのオンラインヘルプにアクセスするには、[ヘルプ（Help）]> [目次とインデッ
クス（Contents and Index）]（目次）または [ヘルプ（Help）] > [このページ（For this page）]
（表示されているページ固有の情報）を選択します。

バックアップデータベース

CARおよび CDR Disaster Recovery Service（DRS）は、Unified Communications Managerの DRS
に組み込まれています。DRSには、CARデータベース、事前生成レポート、および保持され
た CDRのフラットファイルのバックアップが含まれます。

バックアップ/復元プロセスが開始される前には、CAR Web Serviceと CAR Schedulerが自動的
に停止し、バックアップ/復元プロセスの完了後に自動的に再起動します。

表に、ディザスタリカバリシステム（DRS）によるバックアップ/復元が可能な機能とコンポー
ネントを示します。各機能を選択すると、各機能のすべてのコンポーネントが自動的にバック

アップされます。
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表 3 : Cisco Unified CMの機能とコンポーネント

コンポーネント機能

Unified Communications ManagerデータベースCCM：Unified Communications Manager

プラットフォーム

サービサビリティ

保留音（MOH）

Cisco Emergency Responder

Bulk Tool（BAT）

設定

電話デバイスファイル（TFTP）

syslogagt（SNMP syslogエージェント）

cdpagent（SNMP cdpエージェント）

tct（トレース収集ツール）

コール詳細レコード（CDR）

CDR Reporting and Analysis（CAR）

詳細については、『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照して
ください。

CPU使用率
シスコは、基本的なテストを行うことにより、CDRまたは CMR（あるいは両方）がイネーブ
ルになっている場合の CPU使用率を測定しました。CPU使用度テストでは、パブリッシャを
対象とする測定ではなく、サブスクライバを対象とする測定を行いました。CDR Loaderの設
定や外部の課金サーバの [CDR管理（CDRManagement）]の設定により、実際の結果が異なる
ことがあります。次の表に、これらのテストの結果を示します。

これらのテストは、Unified Communications Managerリリース 8.0(1)で実行されています。（注）
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表 4 : CDRおよび CMRの CPU使用率

合計 CPUの増加率
（%）

Cisco Unified CM
の CPUの増加率
（%）

合計 CPU使用率の
平均増加率（%）

Cisco Unified CMの
CPU使用度の平均
増加率（%）

CDRおよびCMRイネーブル/ディセー
ブル

--11.156.17CDRディセーブル、CMRディセー
ブル

8.5713.1812.106.99CDRイネーブル、CMRディセーブ
ル

0.863.4311.246.38CDRディセーブル、CMRイネーブ
ル

17.0224.9213.047.71CDRイネーブル、CMRイネーブル
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


